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熱帯口腔医学シンポジウム（2007 年 11 月２日（金）） 
の開催について 
 

本学出身のインドからの元留学生がイギリス熱帯医学研究所の教授として赴任し、第

一回目のシンポジウムが、一昨年、イギリスで開催されました。口腔癌や HIV をはじめ

とする疾病に対する疫学、スクリーニング方法、実態調査、原因、疾病への治療ならび

にリハビリテーションへの取り組みや妊産婦や乳幼児・小児・青少年への影響を、広く

世界の人々に一早く情報を提供し予防を講じることを目的としています。今回で、第 2
回となる熱帯口腔医学シンポジウムは、岡山大学歯学部・行動小児歯科学分野、主任教

授下野勉を大会長として 2007 年 11 月２日（金）、岡山大学、50 周年記念会館で開催さ

れる運びとなりました。日本、イギリス、インド、フィリピン、インドネシア、南アフ

リカ、スーダン、バングラディッシュ、ネパール、スウェーデン、ヨルダン、中国の 12
カ国からシンポジストを招いて、最新の報告とディスカッションが行なわれます。 
 シンポジウムの内容の一部を次にご紹介します。 
・ コンピューターを用いた口腔癌のスクリーニング方法と予防・教育プログラム 
・ 喫煙が妊婦、新生児に及ぼす影響 
・ 現在における口腔癌の分子学的研究と将来への試石 
・ 口腔癌外科治療後の顔面奇形が及ぼすクオリティ―オブライフの評価と地球規模の

協力の必要性 
・ アジア・アフリカ諸国の口腔衛生への取り組み 
・ HIV 感染とその後の患者の方向性とコントロール 
今回のシンポジウムは、口腔癌がメインテーマで、活発な討論が予測されます。 
 さて、ここで温帯気候の日本で何故、熱帯口腔医学？という疑問を持たれた方もおら

れると思います。我々は、現代社会は、人も疾病も地球規模で人為的に動くと考えてい

ます。2000 年度の日本の実態調査では、癌の罹患率は男性では胃癌、女性では乳癌、男

女合わせて胃癌が一位でした。しかし、2004 年度調査では、男性では肺癌、女性では胃

癌、男女合わせて肺癌が一位を占めています。女性の場合、マンモグラフィーによる乳

癌のスクリーニングと早期発見の啓蒙により乳癌の大幅な減少をみることができました。

しかしながら、禁煙が叫ばれる一方、男女ともに肺癌の罹患率は増加しています。さら

に、我々は、口腔癌の罹患が熱帯地方の人々同様、我が国でも上位にランクされると考

えています。スウェーデンは、世界で一番早くに禁煙率 20%以下という快挙を成し遂げ

た国でありますが、“たばこガム（商品名：ファイヤーブレーク）”という噛み煙草に匹

敵する偽害性をもつミント味の煙の出ない、たばこガムを商品化しました。これは、売

店で簡単に手に入り、我が国の青少年の健康を害するものとなりうるでしょう。 
我々は、乳幼児・小児・青少年の口腔管理を行なう小児歯科医として、子ども達をあら

ゆる全ての口腔疾患から守ることを使命と感じています。 是非、医療従事者の方のみ

ならず、市民の皆様の参加を希望しております。 
 
 
 










